











































































　1885 年 4 月 14 日、自由党のグラッドストン（William	E.	Gladstone）政府は
朝鮮政府に事前通告も協議もなく、極東艦隊司令官ダウエル（W.	 Dowell）中
将に巨文島占領を命令する。翌日、ダウエルは軍艦三隻を率いて巨文島に向










4	 Yur-Bok	Lee.	West Goes East : Georg von Möllendorf and Great Power Imperialism in 
Late Yi Korea,	University	of	Hawaii	Press,	1988.	p.114.































































































































4 月 27 日には駐英公使曾紀澤を通じて、「イギリスの巨文島占領が一時的なも
のであり、清国の権利及び利益を損しない限り、巨文島占領には反対する意





























17	 原文：貴國占領該島 , 系一時佔領，如貴國議定決不損害敝邦權利及利益 ,	 則敝國亦
無抗拒之意。王芸生编前掲書第一巻、249 頁。
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を迎えていた。1885 年 5 月から、アフガニスタンにおける英露の対立に緩和
の様子が現れ始め、9 月にはロンドンでロシアとアフガニスタンによる辺境問
題に関する議定書が締結される 23。事態の変遷に伴い、10 月 13 日、清国政府は
再度正式にイギリスに対して、アフガニスタンにおけるロシアとの問題が解


























　イギリスの悩みを感じ取った李鴻章は、1886 年 2 月からロシアとの交渉
に全力を尽くす 27。紆余曲折を経て、清国の対露外交は一定の成果を収める
24	 白新良編『中朝関係通史』世界知識出版社、2002 年、432 頁。
25	 小林隆夫、前掲論文。31 頁。
26	 同上。























　1886 年 12 月 24 日、イギリスは清国と朝鮮に巨文島から撤退の政府決定を







28	 茹科夫編『極東国際関係史論（上）』世界知識出版社、1959 年、94 頁。
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1885 年から 1892 年までの間、清国からインチョン、元山、釜山などの港の経










略変更を実施するきっかけになった事件であり、特に 19 世紀末から 20 世紀初




















































家予算の 25％であった軍事予算は 1892 年になると 41％に増加する。特に、日
本は膨大な海軍の拡充計画を立て、大量の軍事予算を投入する。1885 年 5 月、
川村純義海軍大将はイギリスの巨文島占領とロシアの南下に対応するために
釜山港の絶影島を租借する必要があるという意見を提出し、政府の同意を得
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Port Hamilton Incident and the Qing’s Northeast Asia policy
Hu YIN
The Port Hamilton incident is the result of a struggle for supremacy 
between Russia and the UK. It is also an indication that a new interest 
competition between the powers is going to start in Northeast Asia. As the 
wake of the incident, Qing, British, Russian and Japan respectively made 
adjustment on the Far East strategy, The Northeast Asian political situation 
appeared the new changes. Therefore, the Port Hamilton incident can be 
called an important turning point in the political history of Northeast Asia.
This paper will analysis the Port Hamilton incident to re-examine the 
complex international relations in Northeast Asia at the end of the 19th century, 
and review the historical development of the Qing's Northeast Asia policy 
to the Port Hamilton incident. At the same time this paper will also clarify 
the Qing's policy coordination on Northeast Asia policy which caused by the 
changes of international situation after the Port Hamilton incident.
Keywords: The Port Hamilton incident, Northeast Asia policy, Qing-British 
relations, Qing-Russia relations, UK-Russia relations
